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	触媒活性：UDP-N-アセチル-D-ガラクトサミン + β-D-グルクロン酸-(1→3)-D-ガラクトシルプロテオグリカン = UDP + N-アセチル-D-ガラクトサミニル-(1→4)-β-D-グルクロン酸-(1→3)-β-D-ガラクトシルプロテオグリカン。機能：UDP-GalNAcからグルクロン酸（GlcUA）の非還元末端へ1,4-N-アセチルガラクトサミン（GalNAc）を転移する。コア四糖リンカーへの最初のGalNAcの付加、およびコンドロイチン鎖の伸長に必要。軟骨におけるコンドロイチン鎖生合成において重要な役割を果たします。,オンライン情報:コンドロイチン ベータ-1,4-N-アセチルガラクトサミニルトランスフェラーゼ 1,オンライン情報:GlycoGene データベース,PTM:N-グリコシル化,類似性:コンドロイチン N-アセチルガラクトサミニルトランスフェラーゼ ファミリーに属します。,組織特異性:普遍的に存在し、胎盤、甲状腺、膀胱、前立腺、副腎に最も多く存在します。検査した他の組織では低濃度で検出された。,触媒活性：UDP-N-アセチル-D-ガラクトサミン + β-D-グルクロニル-(1→3)-D-ガラクトシル-プロテオグリカン = UDP + N-アセチル-D-ガラクトサミニル-(1→4)-β-D-グルクロニル-(1→3)-β-D-ガラクトシルプロテオグリカン。,機能：UDP-GalNAcからグルクロン酸（GlcUA）の非還元末端へ1,4-N-アセチルガラクトサミン（GalNAc）を転移する。コア四糖リンカーへの最初のGalNAcの付加、およびコンドロイチン鎖の伸長に必要である。軟骨におけるコンドロイチン鎖生合成において重要な役割を果たす。,オンライン情報：コンドロイチンβ-1,4-N-アセチルガラクトサミニルトランスフェラーゼ1,オンライン情報：GlycoGeneデータベース,PTM：N-グリコシル化,類似性：コンドロイチンN-アセチルガラクトサミニルトランスフェラーゼファミリーに属する。,組織特異性：普遍的に存在し、胎盤、甲状腺、膀胱、前立腺、副腎に最も多く存在する。検査した他の組織では低濃度で検出された。,
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	CSGALNACT1抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。

